
－1－ 

（市長記者会見資料） 

平成２７年２月５日 

京 都 市 

担当：行財政局財政部財政課 

電話：２２２－３２９１ 

平成平成平成平成 22227777 年度当初予算年度当初予算年度当初予算年度当初予算((((案案案案))))についについについについてててて    

１ 予算編成に当たって重視した視点 

  ～～～～東京一極集中東京一極集中東京一極集中東京一極集中をををを打破打破打破打破しししし，「，「，「，「人口減少社会人口減少社会人口減少社会人口減少社会」」」」にににに挑戦挑戦挑戦挑戦するするするする予算予算予算予算～～～～    

      ①①①①    京都経済京都経済京都経済京都経済のののの活性化活性化活性化活性化，，，，安定安定安定安定したしたしたした雇用雇用雇用雇用のののの創出創出創出創出    

            ②②②②    世界世界世界世界のののの文化首都文化首都文化首都文化首都としてとしてとしてとして，，，，都市格都市格都市格都市格をををを更更更更にににに向上向上向上向上    

            ③③③③    子育子育子育子育てててて環境環境環境環境，，，，教育環境教育環境教育環境教育環境のののの一層一層一層一層のののの充実充実充実充実    

            ④④④④    防災防災防災防災・・・・減災対策減災対策減災対策減災対策のののの強化強化強化強化，，，，市民市民市民市民ぐるみのぐるみのぐるみのぐるみの安心安全安心安全安心安全安心安全のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりのののの推進推進推進推進    

 この４つの視点に基づき，予算を重点配分し，積極予算積極予算積極予算積極予算を編成 

２ 予算の規模 

  一般会計一般会計一般会計一般会計（（（（７７７７，，，，５０５０５０５０４４４４億円億円億円億円））））はははは過去過去過去過去２２２２番目番目番目番目のののの規模規模規模規模となるとなるとなるとなる積極予算積極予算積極予算積極予算    

            ※ 過去最高は，平成 22 年度の 7,687 億円（預託金除く 6,387 億円） 

 ① 全会計全会計全会計全会計はははは実質実質実質実質６０８６０８６０８６０８億円億円億円億円※※※※（（（（３３３３．．．．９９９９％）％）％）％）のののの増増増増（○26 15,564→○27 16,172 億円） 

                            ※ 次の要素は除いている。②の一般会計も同様。 

    中小企業融資制度預託金の減（△80 億円）：企業の資金ニーズに応じて減 

    ② 一般会計一般会計一般会計一般会計は１８９は１８９は１８９は１８９億円億円億円億円※※※※（（（（２２２２．．．．９９９９％）％）％）％）のののの増増増増（○26 6,555→○27 6,744 億円） 

       来年度から始まる子ども・子育て支援新制度等の社会福祉関係予算，橋りょうや住

宅の耐震化などの防災・老朽化対策，保育所や学校施設の整備などに必要な予算をし

っかりと確保 

  

 

 

 

 

 

１６,９３２ １６,４０４ ５２８ ３.２

（ １６,１７２ ） （ １５,５６４ ） （　６０８ ） （　３.９ ）

一 般 会 計 ７,５０４ ７,３９５ １０９ １.５

（ ６,７４４ ） （ ６,５５５ ） （　１８９ ） （　２.９ ）

特 別 会 計 ６,８９３ ６,４２８ ４６５ ７.２

公 営 企 業 会計 ２,５３５ ２,５８１ △４６ △１.８

（単位：億円，％）

※　下段（　）内は，中小企業融資制度預託金の影響を除いた実質的な増減比較を行う場合の金額

全 会 計

区　　　分 平成27年度（案） 平成26年度
対前年度増△減

増△減額 増△減率
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 ＜増減の大きい主な事業＞ （単位：億円）  

［一般会計］  

  京都経済京都経済京都経済京都経済のののの活性化活性化活性化活性化，，，，安定安定安定安定したしたしたした雇用雇用雇用雇用のののの創出創出創出創出    

企業立地促進助成                  ＋ 3（○26    2 → ○27    5） 

農林業施設（トマト栽培施設・木材加工施設）建設助成 ＋ 5（○26   － → ○27    5） 

中小企業融資制度預託金                     △80（○26  840 → ○27  760） 

 ※ 利率引き下げ，より利用しやすくするための融資制度の簡素化など，事業内容充実 

    世界世界世界世界のののの文化首都文化首都文化首都文化首都としてとしてとしてとして，，，，都市格都市格都市格都市格をををを更更更更にににに向上向上向上向上    

     ロームシアター京都（京都会館）オープニング事業   ＋ 2（○26    0 → ○27    2） 

京都会館再整備                   ＋16（○26   36 → ○27   52） 

西京極総合運動公園の計画的改修           ＋ 4（○26    0 → ○27    4） 

    子育子育子育子育てててて環境環境環境環境，，，，教育環境教育環境教育環境教育環境，，，，福祉福祉福祉福祉などのなどのなどのなどの一層一層一層一層のののの充実充実充実充実    

     児童福祉（子ども・子育て支援新制度等）             ＋57（○26  768 → ○27  825） 

新工業高校整備                   ＋37（○26    0 → ○27   37） 

介護保険（繰出金）                 ＋12（○26  173 → ○27  185） 

介護基盤施設整備                  ＋ 6（○26   11 → ○27   17） 

国民健康保険（繰出金）               ＋10（○26  156 → ○27  166） 

生活保護費                     △12（○26  780 → ○27  768） 

           防災防災防災防災・・・・減災対策減災対策減災対策減災対策のののの強化強化強化強化，，，，市民市民市民市民ぐるみのぐるみのぐるみのぐるみの安心安心安心安心安全安全安全安全ののののまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの推進推進推進推進    

     消防団報酬制度の創設                ＋ 2（○26   － → ○27    2） 

市営住宅ストック総合活用事業            ＋19（○26   10 → ○27   29） 

橋りょう耐震補強・老朽化修繕                ＋10（○26   31 → ○27   41） 

道路・公園照明灯のＬＥＤ化             ＋ 9（○26    9 → ○27   18） 

 

［特別会計］ 

国民健康保険事業特別会計                 ＋225（○261,528 → ○27 1,753 ） 

    介護保険事業特別会計               ＋ 65（○261,175 → ○27 1,240 ） 
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２ 財政構造改革も引き続き前進（政策と財政構造改革を一体として推進） 

（１）徹底した行財政改革の断行等により財源不足額を大幅に圧縮し，重要課題に重点的に 

   財源を配分 

  ① 昨年 10 月の予算編成前段階では，引き続く社会福祉関係経費の増等により，財源

不足見込みは１９８億円 

  ② 財政構造改革を全庁を挙げて徹底的に推進 

   ア 一般会計において，職員数職員数職員数職員数をををを約約約約１５０１５０１５０１５０人削減人削減人削減人削減（（（（財政効果財政効果財政効果財政効果１２１２１２１２億円億円億円億円））））。この４年間     

    で約７２０人を削減し，京プラン実施計画の削減目標６００人を上回る見込み。 

     全会計でもこの４年間で約８３０人を削減し，実施計画の削減目標７００人を上

回る見込み。全会計の職員数は約１３,２１０人となる見込みで，19 年度の１６，

１５３人と比較すると，この８年間で約２，９４０人の削減となる。 

   イ 事務事業見直し等により３３億円の財源を確保（公営企業等においても更なる経 

営改善により，一般会計の負担を軽減） 

    ウ 予算編成前段階で設定した次の４つの目標を遵守し，目標の７０億円を上回る   

    ８１億円の財源を捻出（前ページのア，イの財政効果を含む） 

    ・ 職員数の削減や給与制度等の点検，見直し  ・ 市債残高の縮減等による財源確保      

     ・ 事業見直し等による財源確保           ・ 資産有効活用等による財源確保       

   ③ 国の経済政策と本市の成長戦略があいまって，市税収入は増加 

    ・ 税制改正の影響で法人市民税は減収となるものの，個人市民税と固定資産税は 

      増収となり，市税収入は２，５２２億円。昨年 10 月段階では 26 年度予算から 

      減と見込んでいたが，現時点での景気を勘案し９億円の増加 

      （昨年 10 月の予算編成前段階の見込みに対し，３５億円の増） 

                                                                       など 

  ④ これらの結果，「特別の財源対策」は，京プラン実施計画における目標目標目標目標のののの「「「「概概概概ねねねね    

１００１００１００１００億円億円億円億円」」」」に対し，７４７４７４７４億円億円億円億円にまで圧縮 
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（参考１）市税収入の状況 

 

 

 

 

 

 

  ※ 税制改正により，法人住民税の税率が引き下げられる一方で，この引下げ分に相当する税額が国税と

して徴収されることとなった。国税として徴収される税額は，全額地方交付税の原資となる。この税

率引下げによる，本市の平成 27 年度法人市民税の減収影響額は△29 億円と見込まれる。 

（参考２）一般財源収入の状況 

                                   (単位：億円，％) 

区      分 27年度予算案 26 年度当初 
対前年度増△減 

増△減額 増△減率 

市 税 ２，５２２ ２，５１３ ９ ０．４ 

地方譲与税・府税交付金 ４０６ ３２０ ８６ ２６．９ 

地方交付税・臨時財政対策債 ９１４ １，００６ △９２ △９．１ 

地 方 特 例 交 付 金 そ の 他 ２１ ２１ － － 

一般財源収入総額  ３，８６３ ３，８６０ ３ ０．１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円，％）

増△減額 増△減率

2,522 2,513 9 0.4

うち個人市民税 815 801 14 1.7

うち法人市民税（※） 287 302 △ 15 △ 5.0

うち固定資産税 1,010 1,002 8 0.8

市税

区　　分
27年度
予算案

26年度
当初

差引増△減
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（２）全会計・一般会計とも，国が返済に責任を持つ臨時財政対策債を除いた実質市債残高 

   を着実に縮減 

    ※京プラン実施計画における「生産年齢人口１人当たりの実質市債残高を 22 年度 

     決算から増加させない」という 27 年度決算までの縮減目標縮減目標縮減目標縮減目標を 25 年度決算におい 

     て前倒前倒前倒前倒しでしでしでしで達成達成達成達成したしたしたした上上上上でででで，，，，更更更更なるなるなるなる縮減縮減縮減縮減を進める。 

      一般会計：目標  ５００億円縮減→○27 末  ６８６億円縮減 

      全会計 ：目標１，０００億円縮減→○27 末１，５１１億円縮減 

   ＜全会計＞ 

27 年度中の発行（借入）予定額   ９８９億円 

27 年度中の償還（返済）予定額 １，１７３億円 

差      引       １８４億円 を縮減 

      ○26 末 １兆８，１００億円 → ○27 末 １兆７，９１６億円 

      （ピーク時の 14 年度からは３，０４１億円の縮減） 

         ※１ 生産年齢人口１人当たり実質市債残高 

            ○22 末 202 万円 → ○27 末 195 万円 

         ※２ 市民１人当たり実質市債残高  

          ○22 末 132 万円 → ○27 末 122 万円 

   ＜一般会計＞ 

    27 年度中の発行（借入）予定額   ５４２億円 

27 年度中の償還（返済）予定額   ５７７億円 

差      引        ３５億円 を削減 

      ○26 末   ９，１６６億円 → ○27 末   ９，１３１億円 

      （ピーク時の 20 年度からは７０１億円の縮減） 

         ※１ 生産年齢人口１人当たり実質市債残高 

            ○22 末 102 万円 → ○27 末 100 万円 

         ※２ 市民１人当たり実質市債残高  

          ○22 末  67 万円 → ○27 末  62 万円 

                                                                                                                             


